
監
修
者
あ
と
が
き

故
大
平
正
芳
総
理
が
、
政
治
家
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
、
一
九
五
二
年
に
吉
田
茂
首
相

の
率
い
る
自
由
党
か
ら
立
候
補
し
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
故
総
理
は
、
そ

れ
以
前
の
一
九
四
九
年
以
来
、
池
田
勇
人
蔵
相
の
秘
書
官
と
し
て
、
政
治
の
枢
機
に
参
画
し
て
き
た
。
そ

し
て
一
九
六
〇
年
に
池
田
内
閣
の
官
房
長
官
と
な
り
、
有
為
の
政
治
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

以
後
一
九
八
〇
年
六
月
現
職
首
相
の
ま
ま
突
然
逝
去
す
る
ま
で
、
自
由
民
主
党
の
有
力
者
と
し
て
、
日
本

の
政
治
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
そ
の
政
治
家
と
し
て
の
活
動
期
は
、
日
本
が
独
立
を
回
復
し
、
第
二

次
大
戦
の
惨
禍
か
ら
立
ち
直
り
、
経
済
大
国
に
発
展
し
て
い
く
時
期
と
符
合
し
て
い
た
。
政
治
家
大
平
正

芳
の
生
涯
は
、
戦
後
日
本
の
政
治
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
代
の
政
治
家

の
な
か
で
故
総
理
を
き
わ
だ
た
せ
て
い
た
の
は
、
な
に
よ
り
も
、
深
い
歴
史
へ
の
洞
察
に
裏
打
ち
さ
れ
た

そ
の
先
見
性
と
、
困
難
に
怯
ま
ず
理
想
を
求
め
て
止
ま
な
か
っ
た
そ
の
真
摯
な
態
度
と
、
そ
し
て
信
義
を

重
ん
じ
温
和
で
誠
実
な
そ
の
人
柄
で
あ
っ
た
。
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大
平
正
芳
総
理
が
、
わ
が
国
議
会
史
上
初
め
て
の
衆
参
両
院
同
日
選
挙
の
最
中
に
、
劇
的
な
死
を
遂
げ

て
間
も
な
く
、
故
人
の
生
涯
と
業
績
と
人
柄
を
出
来
る
だ
け
正
確
に
記
録
に
留
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

『
大
平
正
芳
回
想
録
』
刊
行
会
が
、
伊
東
正
義
元
外
相
と
森
永
貞
一
郎
元
日
銀
総
裁
を
代
表
者
と
し
て
設
立

さ
れ
、
故
総
理
と
親
交
の
あ
っ
た
人
々
の
追
想
を
集
め
た
『
追
想
編
』（
一
九
八
一
年
刊
）、
そ
の
生
涯
を

辿
っ
た
『
伝
記
編
』（
一
九
八
二
年
刊
）、
同
首
相
の
文
章
・
演
説
原
稿
・
写
真
・
年
譜
等
を
収
め
た
『
資

料
編
』（
同
年
刊
）
の
三
冊
が
、
同
刊
行
会
か
ら
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
私
た
ち
三
人
は
、
こ
の
う
ち

『
伝
記
編
』
の
監
修
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
時
間
的
に
限
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
膨
大
な
量
の
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
大
平
総
理
と

親
交
を
結
ば
れ
た
数
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
証
言
を
頂
い
た
。
関
係
者
諸
氏
の
御
好
意
と
御
協
力
に
あ

ら
た
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
幸
い
こ
の
『
伝
記
編
』
は
、
多
数
の
一
般
読
者
か
ら
強
い
購
入
希
望

が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
単
行
本
の
『
大
平
正
芳
回
想
録
』
と
し
て
鹿
島
出
版
会
か
ら
一
九
八
三
年
に
再
び

出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
際
に
は
、
読
者
の
便
宜
の
た
め
年
譜
と
参
考
文
献
を
付
し
、
誤
記
誤
植
を
訂

正
し
た
以
外
は
、
改
訂
は
一
切
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

本
書
は
、
故
総
理
の
逝
去
十
年
を
記
念
す
る
た
め
、
新
し
く
利
用
可
能
と
な
っ
た
資
料
に
基
づ
き
、
ま

た
最
新
の
研
究
成
果
を
参
照
し
て
、『
伝
記
編
』
を
全
面
的
に
改
訂
し
た
も
の
で
、
大
平
正
芳
記
念
財
団
の

記
念
事
業
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
英
文
版
も
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
改
定
に
当

た
っ
て
は
、
叙
述
の
正
確
さ
を
期
す
る
と
と
も
に
、
外
国
の
読
者
の
理
解
に
資
す
る
こ
と
に
特
に
心
掛
け

て
加
筆
・
訂
正
を
行
っ
た
。

『
伝
記
編
』
の
場
合
と
同
様
、
今
回
も
、
多
く
の
方
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
協
力
を
得
た
。
特
に
、
執
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筆
を
一
部
分
担
さ
れ
た
う
え
、
全
体
に
目
を
通
さ
れ
貴
重
な
御
教
示
を
頂
い
た
福
川
伸
次
氏
と
安
田
正
治

氏
、
同
じ
く
全
体
的
に
御
教
示
下
さ
っ
た
阿
部
穆
氏
、
過
半
の
執
筆
を
分
担
さ
れ
る
と
と
も
に
全
体
を
通

じ
て
文
体
の
統
一
と
総
合
的
調
整
に
当
た
ら
れ
た
福
島
正
光
氏
、
英
訳
を
担
当
さ
れ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
カ

ー
タ
ー
氏
、
英
文
の
エ
デ
ィ
テ
ィ
ン
グ
に
当
た
ら
れ
た
ジ
ュ
ー
ル
ス
・
ヤ
ン
グ
氏
、
日
本
文
と
英
文
を
照

合
す
る
労
を
と
ら
れ
た
鈴
木
主
税
氏
、
英
文
版
編
集
作
業
の
全
般
的
管
理
を
担
当
さ
れ
た
一
場
慎
司
氏
、

日
本
語
版
編
集
作
業
に
協
力
さ
れ
た
花
岡
浩
氏
、
そ
し
て
本
書
作
成
全
体
の
事
務
処
理
に
当
た
ら
れ
た
齋

藤
英
夫
、
野
原
寛
、
太
平
剛
の
各
氏
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

こ
れ
ら
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
尽
力
が
な
け
れ
ば
、
故
大
平
正
芳
総
理
の
逝
去
十
周
年
に
、
本
書
を
完

成
さ
せ
る
こ
と
は
、
と
う
て
い
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

故
大
平
正
芳
総
理
の
御
温
容
を
偲
び
つ
つ
。

一
九
九
〇
年
四
月

公
　
文
　
俊
　
平

香
　
山
　
健
　
一

佐
　
藤
　
誠
三
郎
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